
雪印種苗育成のイタリアンライグラス
優良品種を有効に利用しよう。
１．はじめに

イタリアンライグラスは都府県における冬作の飼

料作物として、夏作のトウモロコシとの栽培体系の

中で利用しやすい代表的な草種です。近年、その品

種数も増え、特性的に類似した品種が多いことか

ら、播種前の品種選定において「どの品種を選べば

いいのだろうか？」といった悩みを抱いている方も

多いと思います。その品種選定にあたっては、後作

まで考慮した栽培体系の中で最大限の能力を発揮し

てくれるイタリアンライグラスの品種を選ぶことが

重要です。

本稿では、イタリアンライグラスの品種特性の説

明のみならず、年間を通じた飼料生産としての提案

として記述しておりますので、「雪印種苗からユー

ザーの方への提案書」としてとらえて頂きたいと思

います。

２．イタリアンライグラスの品種

現在国内で流通しているイタリアンライグラスに

は、後述する弊社で開発した優春やタチワセのよう

な改良品種がありますが、これらの改良品種の大き

な特徴は耐倒伏性が強化されている点にあります。

しかし、流通している品種の中には耐倒伏性が改善

されていない品種もあるのが現状です。耐倒伏性が

強化されていない品種は、改良品種に比べると比較

的安価な価格で販売されていますが、収量性や耐倒

伏性が強化された改良品種に比較すると、倒伏が明

らかに弱いために、刈取り時の収穫ロスが多くな

り、収量が著しく減収することが多くあります。倒

伏の発生が甚だしい場合には、図１に示すように１０

ａあたり最大で約３００�の収穫ロスとなり、これは
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ロール１個分に相当し、１個のロールを圃場に捨て

ていることになります。

また、現場でのイタリアンライグラスの利用方法

は、トウモロコシの前作として利用される場面が多

いですが、このような体系では、トウモロコシの播

種予定日の２～３週間前に出穂期に達して刈取り適

期を迎える品種を利用します。出穂する前に早刈り

を余儀なくされる品種を使った場合には低収で、か

つ、水分が高く調製しにくいサイレージ原料になり

ます。

イタリアンライグラスを生産する際の最終的な目

的は、良質な粗飼料を得ることにありますので、収

穫ロスの少なさや生産物の価値まで含めて考えれ

ば、栽培目的にあった改良品種を利用することが有

利であることは間違いありません。

また、イタリアンライグラスの品種は大きく二倍

体品種と四倍体品種に分けられ、それぞれの特性と

その利用方法が異なります。

現地で多く利用されている二倍体品種は、春の生

育が早く、トウモロコシの前作として利用しやすい

のが大きな特徴です。出穂期も極早生～中生品種ま

で幅が広く、いろいろな栽培体系で利用が可能で

す。一方、四倍体品種は二倍体に比べ、春の生育は

やや緩慢ですが、刈取り後の再生力が旺盛なため、

二番草や三番草でも多収で、長期に渡って利用する

ことが可能です。二倍体と四倍体の収量を比較した

場合、二番草以降の収量まで含めると、図２にある

ようにその収穫量は、四倍体品種は二倍体品種に比

較して多収となります。後作のトウモロコシやソル

ガムの播種を遅く計画し、二番草と三番草を収穫す

る場合は、四倍体品種の利用が有効です。また、状

況によっては二倍体品種と四倍体品種を混播し、一

番草では二倍体品種を主体に収穫し、二番草以降は

再生に優れる四倍体品種を主体に収穫する手法も考

えられます。

堆肥の投入に制限がありトウモロコシの作付けが

できない河川敷や遊休地等を利用してイタリアンラ

イグラスを周年利用する体系も見受けられますが、

６月以降の収穫物（三番草）はメヒシバや野ビエ等

の雑草が主体になります。その要因として利用され

ている品種の大半が二倍体品種であるため、二番草

以降の収量はほとんど期待できないことから、雑草

を多く含むイタリアンライグラスを収穫しているこ

とになります。このような場合でも、より良質な粗

飼料を得るために、二、三番草でも多収な四倍体品

種の利用が有利であり、大いに利用していただきた

いと思います。

３．雪印育成 優良品種の御紹介

《二倍体品種の紹介》

『優春』（早生・写真１）

優春は畜産草地研究所、茨城県畜産センターと弊

社が共同で開発した品種です。この品種の大きな特

徴は、これまでの改良品種の収量性と耐倒伏性を維

持しながら、家畜に有害な硝酸態窒素とカリの蓄積

が少ないという特徴を持つ、日本で初めて成分の改

良を目的に育成された品種です。特に草地では堆肥

が過剰投入される場面が多いですが、その草地で生

産されるイタリアンライグラスには高含量の硝酸塩

やカリが蓄積されやすい環境になります。優春は、

そのような条件でも家畜に対しするリスクを軽減さ

せるために育成された品種です。

したがって、優春は収量性のみを追求した他の品

種と大きく異なり、「牛に優しいイタリアンライグ

写真１ 優春の草姿

図２ 二倍体品種と四倍体品種の収量比較
注１）マンモスＢ、エースは一番草を穂孕み期に刈り、その

後、約１カ月毎に刈取りを実施（Ｈ１９年雪印種苗）
注２）二倍体品種平均：タチワセ、優春、ワセアオバ、ワセ

ユタカ他２品種の平均（Ｈ１８雪印種苗）
注３）単位：�／１０ａ （乾物収量）
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ラス」といえます。

優春の硝酸態窒素の蓄積程度について、従来の品

種に比較して約１０～３０％程度蓄積が低いという結果

が得られています。（図３、優春の詳しい特性につ

いては、牧草と園芸（平成１９年９月号に記載してい

ます）

『ハナミワセ』（極早生）

ハナミワセは、桜（ソメイヨシノ）が咲く頃（西

南暖地３月下旬、関東４月上～中旬）に出穂し、収

穫適期となる極早生品種です。ハナミワセの大きな

メリットは、早く収穫することが可能で、夏作のメ

イン作物であるトウモロコシや水稲の作付けに余裕

を持って取り組めることにあります。

『タチワセ』（早生・短期利用型品種・写真３）

タチワセは「直立型品種」の元祖とも言える代表

的な品種です。直立型で耐倒伏性に優れており、収

穫時期の刈取ロスが少ないことから利用効率が高

く、需要の多いイタリアンライグラスの早生品種の

中でも、特に人気の高い品種です。収穫時期は西南

暖地で４月中旬、関東地域では４月下旬であり、後

作のトウモロコシの前作として適しています。収量

性も高く、一番草の生草収量で約５～６トン、乾物

収量で約１トン程度が期待できます。

『タチマサリ』（早生）

タチマサリは草丈が高く、大型で直立型の草姿

で、耐倒伏性に優れ、葉部割合が高い品種です。収

量性もタチワセと同等以上に多収ですので、葉部割

合が高く、より嗜好性の高いタイプの品種を求める

方にお勧めする品種です。

『タチムシャ』（中生）

タチムシャは早生品種（タチワセやタチマサリ）

より出穂が７～１０日遅い中生品種で、耐倒伏性に優

れていることが大きな特徴です。弊社の試験結果で

は、タチムシャの収量は、倒伏に弱い他品種に比較

して同時期に刈った場合、約１０％多収という結果が

得られています。したがって、関東地域で５月上旬、

西南暖地で４月下旬に収穫する中生品種を選定する

際には、耐倒伏性に優れ、収量の高いタチムシャを

選定することが賢い選択といえます。

『ドライアン』（中生）

ドライアンは流通品種の中で最も葉幅が狭く、茎

が細い品種です。そのため刈取後の乾燥速度が速

く、他品種より早く乾草やサイレージ調製が可能で

す。ロールベールサイレージでは原材料の水分は５０

～６０％が最適とされていますが、ドライアンはその

適水分値になる時間が普通種に比較して約半日以上

早いことが確認されています。雨の多い時期でも短

い晴れた時間で適水分に調整することが可能とな

り、モアコンディショナーを併用することによっ

て、さらに短時間でサイレージや乾草調製が可能に

写真３ タチワセの草姿

写真２ 耐倒伏性に優れる直立型の「優春」
（左：優春、右：他品種Ａ）

（施用量：堆肥１５㌧、窒素３０㌔１０ａ）
図３ 硝酸態窒素の蓄積の差
（平成１８年 畜産草地研究所試験結果）
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なります。ドライアンは草丈がタチムシャなどに比

べるとやや低めですが、細茎で茎数が多いため、実

際に収穫してみると十分な収穫量を得ることができ

ます。

《四倍体品種の紹介》

『マンモスＢ』（中晩生）

マンモスＢは四倍体で早春から生育が旺盛で、再

生力に優れていることから、多回刈の利用に適した

品種です。再生を良好にし、二番草以降の収量を確

保する為に一番草は、水分がやや高い状態ですが、

適期刈りよりやや早い‘穂孕み期’（写真４）に刈

ることがポイントになります。

後述するエースのような晩生品種は、春播きでは

出穂しないことから乾物収量が低くなる傾向があり

ますが、マンモスＢは春播きでも出穂する割合が多

く、春播きでの利用が多い東北や北海道で有効に利

用されています。特に、北海道では、シバムギ等の

強害雑草を除草剤を使わずにイタリアンライグラス

で駆除する栽培技術の中でマンモスＢ（北海道奨励

品種）が、その効果が高い品種として積極的に利用

されています。

《長期～極長期・多回刈りに適する品種》

『エース』（晩生）

エースは四倍体の晩生種で茎葉割合が高い大型の

品種です。耐暑性や冠さび病などの病害に強く、耐

暑性も強いことから、イタリアンライグラスの中で

は最も長期に利用できる品種です。九州でも６月ま

で利用が可能であり、また、積雪地帯の重要病害で

ある雪腐病にも比較的強く、都府県の標高の高い地

域や東北では永年草地的な利用もできます。

４．イタリアンライグラスの上手な利用方法

利用する品種の特性を十分に発揮させる為にも栽

培の基本である、以下の①～③を今一度徹底するよ

うにします。

� 適期播種

秋播きでイタリアンライグラスを播種する場合に

は、利用する地域によって播種適期が異なります。

以下に示す適期に播種することをお勧めします。

東北及び寒高冷地；９月中旬～１０月中旬

一般地（主に関東～中部地方）；９月下旬～１０月

下旬

西南暖地；１０月上旬～１１月上旬

② 播種量

１０ａ（１反）あたり２～４�を標準とし、均一に
播種します。播種ムラが大きいと密度が薄い場所に

雑草が侵入しやすくなります。したがって均一な播

種は良質粗飼料生産の第一歩といえます。不耕起栽

培や播種時期が遅れた場合には、基準播種量の３～

５割増量して播種します。

③ 播種と播種後の留意点

適正な播種量で適期に播種しても、播種床の造成

が十分でないとか、播種後の管理（覆土と鎮圧）を

怠ると、「発芽が悪い」とか「冬期の乾燥害で枯死

する」、といった現象を引き起こし、結果的に翌春

の収量の減少につながることがあります。（写真５）

・播種床の造成；丁寧に播種床を造成することに

よってイタリアンライグラスの発芽と定着を良好

にするだけでなく、収穫時の‘土の混入（土噛み）’

を防ぐことができ、良質なサイレージ調製につな

がります。

・覆土；種子と土壌の密着度合を高め、発芽を早く

するための大事な作業です。一般的に覆土厚は、

写真４ 穂孕み期とは？ 穂が出る直前の状態

写真５ こんな光景見たことありませんか？
播種後、覆土はしたが鎮圧をしなかったため、人が歩いた場
所（鎮圧）だけ発芽している光景
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種子の大きさの３～５倍を目安にしますが、イタ

リアンライグラスの場合には２～３�程度を目安
にし極端に厚くならないように留意します。

・鎮圧；覆土された種子の発芽をより促進するため

の重要な作業です。鎮圧をすることによって発芽

を早く揃えるだけでなく、表層の凸凹をなくし、

収穫時の‘土の混入（土噛み）’を防ぐとともに、

冬期間の土壌の乾燥を軽減することも可能になり

ます。

５．イタリアンライグラスと麦類との混播利用

イタリアンライグラスは単播での利用のほかに、

各種のムギ類との混播も可能であり、各々の草種の

特性を生かすことによって、より生産力を向上させ

ることが可能になります。

�オオムギ「ワセドリ２条」との混播栽培
マンモスＢは再生力が強く２～３回刈に適する品

種ですが、前述のように再生草の収量をあげるため

に、早刈り（穂孕み期刈り）すると、一番草の水分

が高いことから、サイレージ調製時に予乾をしよう

とした際に乾燥しにくいという欠点があります。

そこで、これらの点を改善するために極早生オオ

ムギのワセドリ２条を混播することをお勧めしま

す。ワセドリ２条を混播することによって早春の収

量を確保し、かつ、マンモスＢを高水分で刈っても

ワセドリ２条は出穂期に達していることから、乾物

率も高いので予乾調製も速やかにすることが可能に

なります。混播する場合の播種量は、ワセドリ２条

３～４�／１０ａ、マンモスＢ ２～３�／１０ａを基準

にします。早春の一番草の刈取をワセドリ２条の出

穂期に合わせて行うことによって、梅雨までに２～

３回の利用が可能です。

また、前述のハナミワセは早播きトウモロコシの

前作など早春の利用でその特性を発揮しますが、早

生や中生品種の出穂期刈りに比較すると収量が低い

ので、その対策として、ハナミワセにワセドリ２条

を混播すると収量を増加させることができます。こ

の場合の１０ａ当たりの播種量は、各３�を標準とし
て下さい。

注意点として、オオムギは茎がイタリアンより太

く、かつ、茎の中が空洞で空気を含みやすいため、

サイレージに調製した際にカビが発生しやすくなっ

たり、二次発酵を起こしやすいので、なるべくモア

コンディショナーを利用して茎を圧砕することをお

勧め致します。

�夏播き麦類との混播栽培
早播きトウモロコシの収穫後、その後作として晩

夏播きをする際に、極早生のエンバクであるスー

パーハヤテ隼、または、ウルトラハヤテ韋駄天（新

品種）や前述したワセドリ２条と混播して利用しま

す。これにより年内は混播したムギ類を主体に収穫

し、翌春は再生したイタリアンライグラスを利用す

ることができ、省力的に連続した飼料作物の栽培体

系ができます。播種時期は、関東地域では９月上～

中旬、西南暖地では９月中～下旬になります。播種

量はイタリアンライグラス３�／１０ａにエンバク

スーパーハヤテ隼、ウルトラハヤテ韋駄天を３～４

�／１０ａ 又はワセドリ２条 ４～５�／１０ａ播種し

ます。なお、夏の猛暑が続く年は西南暖地では播種

期を９月下旬まで遅らせるとともに、イタリアンは

晩生種（マンモスＢ）との混播をお勧めします。

６．終わりに

弊社ではイタリアンライグラスの品種開発をする

中で、より生産者の方が利用しやすく、飼料として

価値の高い品種の育成を目指しています。また、品

種の育成だけでなく、開発品種の特性を最大限に発

揮させるための栽培方法についても、栽培試験や現

地での生育状況の確認を通じての普及活動で行なっ

ています。

また、イタリアンライグラスを健全に育てる為に

は、その土壌が健全か否かの判断も必要です。その

ためにぜひ定期的（１～２年に一度）な土壌診断を

お勧めします。堆肥を定期的に投入されている圃場

では、化学肥料の減肥が可能な場合も多く、土壌診

断の結果から肥料の節約にも繋がる場合もありま

す。適切な肥培管理による健全な土壌で、初めて健

康な粗飼料が確保されます。人の健康診断と同じ意

味合いであると考えると、その必要性が理解される

と思います。

良質な自給飼料の生産に、弊社の優良な改良品種

が必ずお役に立てると考えています。

品種の選定や栽培方法等について、不明な点等が

ありましたら弊社研究農場、または最寄りの弊社営

業所に気軽にお問い合わせ頂ければ幸いです。
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